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11月21日火 13:00～17:15（島根県民会館）

全国水源の里連絡協議会会員向け

■シンポジウム
　■基調講演
　「これまでの100年とこれからの100年～斐伊川・神戸川改修100年のあゆみ～」
　　　講師：国土交通省　出雲河川事務所長　小谷　哲也 氏
　「流域でつながる関係人口（仮）」
　　　講師：島根県立大学准教授　田中　輝美 氏
　■パネルディスカッション
　　コーディネーター：島根大学教授　松本　一郎 氏（松江市SDGsアドバイザー）
　　パネリスト～斐伊川流域で活躍するまちづくりの担い手～
　　　　　　　　　　：大石　亘太 氏　前田みのり 氏　河野　美知 氏　仙田　拓也 氏

■交流会　11月21日（火）18:30～20:30（松江テルサ）

■現地視察研修　11月22日（水）8:30～14:00（JR松江駅南口集合・解散）
　【雲南市】日本遺産「たたら」周遊と尾原ダム学びのコース
　【出雲市】国宝出雲大社拝観と出雲平野の成り立ちを学ぶジオガイドコース
　【松江市】国宝松江城観覧と城下町遊覧、職人商店街視察コース
　【松江市】美肌姫神の湯・玉造温泉の賑わい再生ストーリーコース
　【安来市】「日本一の庭園」足立美術館鑑賞とどじょう養殖学びのコース
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上流　尾原ダム

下流　宍道湖の夕景



第15回　全国水源の里シンポジウム  in 島根県松江市

11月21日火　シンポジウム

11月22日水　現地視察研修（※有料・要事前申込）

交流会（※有料・要事前申込）
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斐伊川流域の歴史文化遺産や特徴的なまちづくりの現場を巡る
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流域は、上流域において古くから「たたら製鉄」が行われ、上流からもたらされる富により流域全体で生活・文化圏が形
成され発展してきました。一方で、山を切り崩し、土砂を水路に流しながら砂鉄を採取する「鉄

かん

穴
な

流し」が行われてきた結果、全国でも稀
な天井川が作り上げられ、度々の洪水に見舞われたことから、斐伊川は「ヤマタノオロチ」に見立てられ恐れられてきました。
　近代化の進展とともにたたら製鉄は終焉し、流域間の繋がりが希薄化した現代において、都市部への人口流出と少子・高齢化により上流
域を中心に過疎化が進行し、流域の活力が失われつつあります。そのようななか、昭和47年洪水を契機として、上流・中流・下流がお互い
に治水機能を分担する「斐伊川３点セット」と呼ばれる治水事業が計画され、これまでに上流のダム、中流の放水路が完成し、残る下流の
大橋川改修が現在も進められているところです。
　この治水事業は、多くの家屋移転やまちの姿かたちを変える極めて大規模なプロジェクトであり、流域全体の深い理解と協力が欠かせな
いことから、様々な方法で事業の周知や流域間の交流が図られています。また、治水のみに終始するのではなく、ダム周辺エリアのまちづ
くりや、大型水鳥類と共生するまちづくり、かわとまちが融合した魅力ある「かわまちづくり」など、「グリーンインフラ」の取組みによ
る持続可能な地域社会の形成が、流域全体で進められています。
　この度、斐伊川流域における治水事業の関係者やまちづくりの担い手が一堂に会し、流域全体の持続可能なまちづくりを目指して意見を交
わすことで、流域間の絆を更に深めるとともに、流域連携の必要性を広く全国へアピールする場として、シンポジウムを開催するものです。


